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神奈川経済貿易事務所（大連駐在）の概要 2

人員

名称
神奈川経済貿易事務所
(公益財団法人神奈川産業振興中心大連代表処)
※1983年から神奈川県と遼寧省と友好提携協定
※1990年からKIP単独事務所として設置

３名（駐在員１名、現地採用職員２名)

業務概要
・県内中小企業の中国展開支援
・中国企業の県内誘致活動
・県内観光プロモーション
・地域間の友好交流活動
（中国・遼寧省／韓国・京畿道）

大連大連
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中国の概要
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広州・深圳広州・深圳
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香港香港

青島青島



正式名称

面積 （日本の約25倍）

※2022年から人口減少に転じている

中国の概要

中華人民共和国（People’s Republic of China)

約960万k㎡

14億545万人（2025年11月、前年から155万人減少）人口

言語

通貨

民族 漢民族（総人口の約9割）及び55の少数民族

公用語～中国語 （その他方言や少数民族語も）

人民元 （1元≒23.62円 2026年10月18日時点）
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平均年齢 39.2歳 （2025年 参考:日本49歳）
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中国各省の域内総生産額（GRP）と各国GDPの比較(2025年) 6

1 アメリカ 307,670

2 中国 196,262

3 ドイツ 50,480

4 日本 44,351

5 イギリス 40,030

6 インド 39,163

7 フランス 33,689

8 ロシア 25,879

9 イタリア 25,501

10 カナダ 23,199

11 ブラジル 22,799

広東省 20,418

江蘇省 19,929

12 スペイン 19,038

13 韓国 18,723

14 オーストラリア 18,399

15 メキシコ 18,326

16 トルコ 15,973

山東省 14,447

17 インドネシア 14,456

18 オランダ 13,322

浙江省 13,236

19 サウジアラビア 12,769

20 スイス 10,435

（単位：億USドル）

○中国の34省級行政区のうち４省がベスト20に入る

国名 GDP 国名 GDP 国名 GDP

出典：IMF World Economic Outlookなど



中国経済の現状 ～ 年別実質GDP成⾧率

○2023年以降の成⾧率は概ね安定

○2025年の実質GDP成⾧率は前年比5.0％

出典：国家統計局
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上期

コロナからの
急回復

安定成長

新型コロナ

上海ロックダウン

５％ 4.7％５％5.4％
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中国経済の現状 ～ 一般の消費動向

○2023年以降成⾧鈍化（不動産価格の下落、消費者心理の悪化）

○2025年の社会消費品小売総額は3.7%増

出典：国家統計局
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単位：%

上海ロックダウン

回復後、成長鈍化

1.1％（参考）

3.7％3.5％

7.2％
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中国経済の現状 ～ 一般の消費の動向（事例） 9

＜参考＞

ペプシコーラ（500ml）:2.6元～（約60円）

※罗森（ローソン）:3.5元～（約83円）

中国のディスカウントストア（菓子・飲料）

約25,000店 2026年9月

（ローソン:約7,000店 2026年６月）
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中国経済の現状 ～ GDPと一般消費の比較

社会消費品小売総額の成⾧率

2024年

3.5％
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実質GDP成⾧率

2024年

5.0％

2025年

5.0％

2026年上期

4.7％

2025年

3.7％

2026年上期

1.1％（参考）

○輸出・ハイテク製造業・政府支援による投資が成⾧を支えている
側面が強い。
○内需や不動産関連は依然として弱い状況（内巻）
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中国のハイテク・AI関連産業の情勢~ハイテク製品の生産額 12

○2023年以降、ハイテク関係製品生産額の対前年比が増加傾向

出典：国家統計局

年々増加

8.9％ 9.4％

13.8％

2.7％

7.4％

外需縮小など



中国のハイテク・AI関連産業の情勢～ハイテクへの投資 13
○ハイテク産業への投資の増加率は逓減しているが、一般消費の推移と比べ

ると依然として高い傾向

出典：国家統計局

数値の公表無しのため、2024
年と2026年の中間値を記載

10.3％

8.0％

5.2％

18.9％

逓減しているが、高い傾向



中国のハイテク・AI関連産業の情勢（事例）深圳市 14

引き上げ
予定



中国のハイテク・AI関連産業の情勢（事例）深圳市 15

引き上げ
予定

深圳でのチラシ
2026年９月10日から上海でも稼働開始



中国のハイテク・AI関連産業の情勢（事例）深圳市 16

引き上げ
予定

最大145%まで
引き上げ予定

2026深圳（国際）汎用人工知能（AI）産業博覧会



深圳市の概況

人口 約1,825万人 ※東京都:1,430万人
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平均年齢 32.5歳
（2025年 参考:中国39.2歳 日本49歳）

中国のハイテク・AI関連産業の情勢（事例）深圳市

GDP 3兆8,731.8億元（≒89兆813億円）※1元＝23円

一人当たり 21万3,763元（2025年）（≒491万円）
中国全体:9万9,665元

主要企業 HUAWEI（華為技術）、ZTE（中興通訊）、Tencent（騰
訊科技）、BYD（比亜迪）、DJI（大疆創新科技）など

その他 ９９６
（9時から21時まで週６日勤務するテック企業スタイルのこと）
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県内企業支援事例 １

19

半導体設備・材料・コア部品展示会（CSEAC2026）

期間:8月31日～9月2日
場所:無錫市
来場者数:13.5万人
出展企業数:1,400社
県内企業:４社
概要:半導体設備・材料・核心部
品に特化した国際的な展示会

19



県内企業支援事例 １

20

半導体設備・材料・コア部品展示会（CSEAC2026）

20

PILLAR
大阪本社の半導体製造装置向け
配管継手などの部材メーカーのブース

NAURA（北方華創）
中国最大手の半導体製造装置メーカー
のブース



県内企業支援事例 １

21

半導体設備・材料・コア部品展示会（CSEAC2026）

○半導体関連の素材や部品材料、関連機器を扱う出展企業では、取
引先は中国企業がメインで外国へ輸出はしていない。

○取引先としては台湾、韓国、ロシアなどが少数あり、日系企業と
の取引はほぼなし。

○中国国内の半導体需要が旺盛なことから、素材や部品材料につい
ては、中国国内での需要が供給を上回っている。
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＜出展中国企業へのヒアリング＞

○ここ数年ほどで中国企業の技術革新は目覚ましい状況。半導体関
連の素材、部品、その他機器含め、日本メーカーの製品とそん色が
無くなってきている。中国市場へも積極的に出ていかないと取り残
されてしまう。

＜出展日系企業へのヒアリング＞



県内企業支援事例 ２
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香港越境EC食品テストマーケティング

期間:11月～２月の２week（予定）
場所:香港オイシックス社のWEB内特設ページ
県内企業募集:８社（募集済）
※処理水に係る水産物の10都県規制はあるが比較的輸出のハードルが低い
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①香港オイシックス社の販路
を活用し、香港の一般消費者
へ直接販売

②購入者から商品に対するア
ンケートを聴取

○香港での販路開拓
○その他の外国への販路拡大のきっかけづくり
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「神奈川生活方式 魅力快闪」
・期間 2026年11月７日～29日
・場所 上海市内のライフスタイル雑貨店（百新書局）
・県内企業のライフスタイル関連商品を展示販売
・５社（募集済）

県内企業支援事例 ３

ライフスタイル関連商品の販路開拓支援

23



県内企業支援事例（参加企業からの声）
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半導体設備・材料・コア部品展示会（CSEAC2026）
○神奈川県の支援の下にブース出展が出来るのでありがたい。将来的に受注へつなが
る可能性のある顧客との接点を多数構築することができました。

○日本の企業による団体出展により、より関心を持ってくださるお客様が増えるので
はないかと思います。会社単独での出展よりも、効果的ではないかと存じます。

○数年前から半導体関連の需要は急増しており、あと数年は続くと考えている。日本
の中小企業が持っている技術を生かし、中国国内の半導体関連の需要増を受けて、受
注を増加できると考える。
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香港越境EC食品テストマーケティング
○実際に販売をしながら、香港の消費者がどのような印象や感想を持つかアンケート
を取ることで、今後の香港市場への参入への参考となります。

ライフスタイル関連商品の販路開拓支援

○上海市場にて一定期間展示・販売することで、お客様の反応を見ることができる。
上海への輸出通関など含めた手続きをサポートいただけるのでありがたい。



○中国に進出済みの県内企業を対象として、県内企業同士の情報交換
及び交流の場を提供するもの。

○主に工場見学やセミナーを実施しており、年に数回開催。

神奈川県企業会の開催

2026年7月実施 東陶（遼寧）有限公司の新工場見学
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＜参加企業からの声＞
○定期的に開催いただくことで、企業間の繋がりを深めることができる。
○異業種の工場などを見学する機会はあまりなく、とても参考になった。



大連・神奈川経済貿易事務所
（公益財団法人神奈川産業振興中心大連代表処）
大司 敏幸 電話:+86-411-8230-1906
E-mail:t-taishi@kipc.or.jp

最後に

中国における事業展開を希望される県内企業の皆さま、
お気軽にお問い合わせください。
中国における事業展開を希望される県内企業の皆さま、
お気軽にお問い合わせください。
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